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１
　
宮
崎
県
総
合
計
画
の
概
要

○
宮
崎
県
総
合
計
画
は
、
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
で
構
成

○
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
令
和
2
2
年
（
2
0
4
0
年
）
の
将
来
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
解
決
す
べ
き
課
題

や
今
後
の
方
向
性
な
ど
、
本
県
が
こ
れ
か
ら
進
む
べ
き
道
筋
を
示
し
た
も
の
【
令
和
４
年
９
月
策
定
】

○
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
は
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
示
す
目
指
す
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
令
和
５
年
度
～
８
年

度
（
2
0
2
3
～
2
0
2
6
年
度
）
の
４
年
間
に
重
点
的
・
優
先
的
に
取
り
組
む
施
策
を
５
つ
の
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
整
理
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こ
れ
ま
で
の
取
組
や
課
題
等
を
踏
ま
え
、
６
月
定
例
会
に
提
案
予
定
の
新
た
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
計
画
期
間
：

令
和
５
年
度
～
８
年
度
）
で
は
、
人
口
減
少
下
に
お
い
て
も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
な
が
ら
、
将
来
の
人
口
安
定
化
に
向
け
た
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
新
た
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
け
る
施
策
の
例
】

２
　
新
た
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（案
）に
お
け
る
取
組

移
住
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進

産
業
人
材
の
確
保
・
育
成

持
続
可
能
な
中
山
間
地
域
づ
く
り

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援

・
空
き
家
等
を
活
用
し
た
住
居
支
援
な
ど
受
入
体
制

の
充
実
や
就
業
に
必
要
な
支
援

・
移
住
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
強
化
に
よ
る
移
住
者

の
定
着
促
進

・
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

・
国
内
県
人
会
な
ど
県
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
積
極
的
な
情
報
発
信

な
ど

・
若
者
・
女
性
等
に
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
を
創
出

す
る
た
め
の
積
極
的
な
企
業
誘
致

・
高
度
な
知
識
や
専
門
性
を
有
す
る
外
国
人
材
の

受
入
促
進

・
県
内
産
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
担
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
者

等
の
確
保
・
育
成

・
先
端
技
術
等
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
農
林
水
産

業
へ
の
転
換

な
ど

・
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
導
入
や
、
貨
客
混
載
な
ど
の

既
存
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
利
活
用
等
に
よ
る
生
活
に

必
要
な
移
動
手
段
の
確
保

・
遠
隔
診
療
や
遠
隔
教
育
等
の
普
及
に
向
け
た
情
報

通
信
基
盤
の
整
備
促
進

・
地
域
の
資
源
・
特
性
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興

・
情
報
通
信
業
な
ど
中
山
間
地
域
へ
の
企
業
誘
致
の

促
進
等
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確
保

な
ど

・
外
部
有
識
者
等
に
よ
る
議
論
を
踏
ま
え
た
少
子
化

対
策
の
強
化

・
不
妊
治
療
等
を
受
け
る
夫
婦
へ
の
経
済
的
支
援

・
地
域
分
散
型
の
周
産
期
医
療
体
制
の
更
な
る
充
実

と
現
在
の
機
能
の
維
持

・
病
児
保
育
な
ど
地
域
の
子
育
て
支
援
体
制
の
整
備

・
出
会
い
・
結
婚
・
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
企
業

等
へ
の
支
援

な
ど
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３
　
本
県
が
目
指
す
将
来
像
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組

【
政

策
１
】

子
ど

も
を

生
み

育
て

や
す

い
県

づ
く

り

重
点

項
目

１
結

婚
・
出

産
の

希
望

が
か

な
う

環
境

づ
く

り

重
点

項
目

２
安

心
し

て
子

育
て

し
や

す
い

環
境

づ
く

り

合
計
特
殊
出
生
率

現
況
：
1.
64
（
令
和
３
年
）

▼
目
標
：
1.
8台

（
令
和
８
年

）

病
児
保
育
事
業
実
施
施
設
数

現
況
：
32
か
所

（
令
和
４
年
度
）

▼
目
標
：
35
か
所

（
令
和
８
年
度
）

み
や
ざ
き
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ

ー
を

通
じ

た
成

婚
数

（
累
計
）

現
況
：
13
6組

（
令
和
４
年
度
）

▼
目
標
：
20
4組

（
令
和
８
年
度
）

育
児
休
業
取
得
率

現
況
：
男
性

25
.8
％

女
性

98
.4
％

（
令
和
４
年
度
）

▼
目
標
：
男
性

50
％

女
性

10
0％

（
令
和
８
年
度
）

【
指

標
】

本
県
が
目
指
す
将
来
像
（
県
総
合
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
案
）
よ
り
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
Ⅲ

「
み

や
ざ

き
」
の

未
来

を
創

る
人

材
の

育
成

・活
躍

○
外

部
有

識
者

等
に

よ
る

議
論

を
踏

ま
え

た
少

子
化

対
策

の
強

化
○

み
や

ざ
き

結
婚

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

等
に

よ
る

出
会

い
の

機
会

の
創

出
○

従
業

員
へ

の
理

解
・
サ

ポ
ー

ト
制

度
の

充
実

な
ど

出
会

い
・結

婚
支

援
に

取
り

組
む

企
業

等
へ

の
支

援
○

女
性

専
門

相
談

セ
ン

タ
ー

や
不

妊
専

門
相

談
セ

ン
タ

ー
な

ど
妊

娠
・出

産
に

関
す

る
相

談
体

制
の

充
実

○
不

妊
治

療
へ

の
理

解
促

進
に

向
け

た
啓

発
や

不
妊

治
療

等
を

受
け

る
夫

婦
へ

の
経

済
的

支
援

○
地

域
分

散
型

の
周

産
期

医
療

体
制

の
更

な
る

充
実

と
現

在
の

機
能

の
維

持

○
子

育
て

支
援

施
策

に
関

す
る

情
報

提
供

や
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

事
業

な
ど

に
よ

る
子

育
て

に
係

る
不

安
や

負
担

の
軽

減
○

子
育

て
支

援
拠

点
や

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

な
ど

地
域

の
子

育
て

支
援

体
制

の
整

備
○

男
性

の
家

事
・
育

児
等

へ
の

参
画

推
進

、
柔

軟
な

働
き

方
の

導
入

な
ど

子
育

て
支

援
に

取
り

組
む

企
業

等
へ

の
支

援
○

修
学

資
金

の
貸

付
け

や
業

務
の

IC
T

化
支

援
に

よ
る

労
働

環
境

の
改

善
な

ど
保

育
士

等
の

安
定

的
な

確
保

○
幼

児
教

育
セ

ン
タ

ー
の

設
置

に
よ

る
幼

保
小

連
携

・接
続

の
強

化
や

保
育

士
・
幼

稚
園

教
諭

の
研

修
の

充
実
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３
　
本
県
が
目
指
す
将
来
像
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組

○
全
体
像

（
令
和
５
年
度
主
な
取
組
：

は
６
月
補
正
事
業
）

結
婚
前

出
逢
い
・
結
婚

妊
娠
・
出
産

子
育
て

・
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

事
業

（
学

生
・
社

会
人

向
け

）

・
婚

活
イ

ベ
ン

ト
学

生
ア

イ
デ

ア
コ

ン
テ

ス
ト

・
み

や
ざ

き
結

婚
サ

ポ
ー

ト
事

業

・
ひ

な
た

の
グ

ル
ー

プ
婚

活
事

業

不
妊

治
療

費
支

援
事

業

妊
産

婦
健

診
通

院
支

援
事

業

・
出

産
・
子

育
て

応
援

事
業

新 新

新

病
児

保
育

利
用

促
進

事
業

・
児

童
手

当
（
～

中
学

生
）

新

お
む

つ
の

負
担

軽
減

モ
デ

ル
事

業
新

「
家

事
・
育

児
」
シ

ェ
ア

推
進

事
業

新 ・
地

域
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

（
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
等

の
１
３

事
業

）

・
子

育
て

支
援

乳
幼

児
医

療
費

助
成

事
業

・
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

事
業

（
新

婚
世

帯
向

け
）

機
運
醸
成
・
市
町
村
連
携

・
幼

児
教

育
・
保

育
の

無
償

化

○
ひ

な
た

の
出

逢
い

・
子

育
て

応
援

運
動

・
応

援
運

動
推

進
大

会

・
子

育
て

応
援

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

・
出

逢
い

・
子

育
て

環
境

づ
く

り
支

援
事

業

・
出

逢
い

・
子

育
て

支
援

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
の

充
実

・
子

育
て

応
援

カ
ー

ド

・
少

子
化

対
策

市
町

村
支

援
事

業

未
来

に
つ

な
げ

る
少

子
化

対
策

調
査

事
業

新

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
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資
料
：
県
中
山
間
・
地
域
政
策
課
「
中
山

間
地
域
の
集
落
の
状
況
等
に
関
す
る
調

査
」
よ
り
作
成
。
条
例
上
の
中
山
間
地
域

の
み
の
数
値
。

前
回
調
査
：

６
２
集
落

↓

今
回
調
査
：
２
３
４
集
落

前
回
調
査
：
４
～
５
割

↓

今
回
調
査
：
５
～
６
割

４
　
宮
崎
県
中
山
間
地
域
の
現
状
と
課
題
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第
一
次
産
業

第
二
次
産
業

第
三
次
産
業

農
業

林
業

水
産
業

中
山
間
地
域

7
6
6
,2

6
5

8
0
,9

8
1

6
0
,0

4
1

1
0
,2

5
3

1
0
,6

8
6

1
6
7
,3

3
7

5
1
2
,1

4
5

（
前
年
比
増
減
）

-1
.6

%
-8

.5
%

-1
0

.6
%

-0
.8

%
-3

.7
%

3
.6

%
-2

.2
%

全
県

3
,7

8
3
,4

7
9

1
7
0
,3

1
2

1
3
1
,0

5
1

1
6
,7

1
0

2
2
,5

5
0

9
2
1
,3

6
7

2
,6

6
5
,2

3
5

（
前
年
比
増
減
）

-0
.1

%
-9

.5
%

-1
1

.7
%

1
.5

%
-3

.3
%

5
.8

%
-1

.5
%

中
山
間
地
域

7
5
5
,0

1
1

7
9
,8

7
3

5
9
,8

0
8

1
0
,1

7
5

9
,8

9
0

1
5
7
,9

4
6

5
1
2
,4

0
3

（
前
年
比
増
減
）

-1
.5

%
-1

.4
%

-0
.4

%
-0

.8
%

-7
.5

%
-5

.6
%

0
.1

%

全
県

3
,7

0
3
,9

5
0

1
6
9
,0

9
1

1
3
0
,2

1
9

1
6
,5

9
2

2
2
,2

8
1

8
5
5
,2

6
6

2
,6

5
6
,5

3
7

（
前
年
比
増
減
）

-2
.1

%
-0

.7
%

-0
.6

%
-0

.7
%

-1
.2

%
-7

.2
%

-0
.3

%

H
3
0

R
1

単
位
：
百
万
円

区
　
分

市
町
村
内

総
生
産

資
料
：
県
統
計
調
査
課
「
宮
崎
県
の
市
町
村
民
経
済
計
算
」
各
年
デ
ー
タ
よ
り
県
中
山
間
・
地
域
政
策
課
が
作
成
。
「
中
山
間
地
域
」
は
、
全
域
が

中
山
間
地
域
に
該
当
す
る
18
市
町
村
の
数
。
市
町
村
内
総
生
産
の
合
計
値
に
は
、
輸
入
品
に
課
さ
れ
る
税
・
関
税
等
が
含
ま
れ
る
た
め
、
第

一
次
産
業
か
ら
第
三
次
産
業
の
和
と
一
致
し
な
い
。

高
齢
化
率

5
0
％
以
上
の
集
落
、

高
齢
化
率

5
0
％
以
上
か
つ
世
帯

数
９
戸
以
下
の
小
規
模
集
落
が

増
加
。

中
山
間
地
域
の
総
生
産
は

近
年
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

４
　
宮
崎
県
中
山
間
地
域
の
現
状
と
課
題
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宮
崎
県
地
域
公
共
交
通
計
画

目
標

達
成

の
た

め
の

施
策

・
事

業

将
来

に
わ

た
り

持
続

可
能

な
地

域
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

目
指

す
姿

Ⅰ
 需

要
の

掘
り

起
こ

し
利

用
者

数
の

増
加

○
バ

ス
利

用
促

進
協

議
会

の
設

置
と

効
果

的
な

利
用

促
進

策
の

検
討

・
実

施

○
Ｅ

Ｖ
バ

ス
の

導
入

や
自

動
運

転
技

術
の

活
用

に
係

る
検

討

目
標

基
本

方
針

○
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

運
行

の
効

率
化

○
利

用
実

態
等

に
応

じ
た

地
域

間
幹

線
バ

ス
の

あ
り

方
の

検
討

Ⅲ
 運

行
基

盤
の

整
備

・
充

実
運

転
士

数
の

増
加

○
広

域
的

な
バ

ス
の

運
行

等
に

対
す

る
支

援
○

大
型

二
種

免
許

の
取

得
支

援
等

に
よ

る
運

転
士

確
保

○
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

利
便

性
向

上
○

企
画

乗
車

券
の

造
成

等
に

よ
る

高
齢

者
の

利
用

促
進

○
先

進
事

例
を

学
ぶ

実
務

担
当

者
向

け
研

修
会

の
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改
善

○
関

係
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共
創

に
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運

行
の

最
適

化

目
標

達
成

の
た

め
の

施
策

・
事

業
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